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[式の計算]

1章　文字式を使って説明しよう

1節　式の計算
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2節　文字式の利用 事象のなかに数量関係を見出し、そ
れを文字を用いて式に表し、活用する
ことができるようにする。

文字を使った式で数量及び数量の関係
を捉え説明できることを理解している。
目的に応じて，簡単な式を変形すること
ができる。

文字を使った式を活用して具体的な場面
を考察し表現することができる。

文字を使った式について学んだことを生
活や学習に生かそうとしている。
文字を使った式を活用した問題解決の過
程を振り返って検討しようとしている。

[連立方程式]

2章　方程式を利用して問題を解

決しよう

1節　連立方程式とその解き方
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[１次関数]
3章 関数を利用して問題を解決
しよう

1節　1次関数

[平行と合同]
4章 図形の性質の調べ方を考え
よう

1節　説明のしくみ

[三角形と四角形]
5章 図形の性質を見つけて証明
しよう

1節　三角形
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2節　平行四辺形 平行四辺形の性質や条件を確かめ、
証明に用いることができるようにする。

正方形，ひし形，長方形が平行四辺形の
特別な形であることを理解している。

平行四辺形の基本的な性質などを活用
して具体的な事象を考察し，表現するこ
とができる。

平面図形の性質を活用した問題解決の
過程を振り返って検討しようとしている。

[確率]
6章 起こりやすさをとらえて説明
しよう

1節　確率

4
2節　確率による説明 起こりうる場合を，樹形図や表を使っ

て全部あげ，確率を求めることができ
る。

簡単な場合について確率を求めることが
できる。

確率を用いて不確定な事象を捉え，考察
し表現することができる。

確率を活用した問題解決の過程を振り
返って検討しようとしている。

[データの比較]
7章 データを比較して判断しよ
　　　　　　　　　　　　う

1節　四分位範囲と箱ひげ図

7
まとめ 学習内容の定着を図るための補充的

学習。

105 評価方法
定期テスト、単元テスト（中テスト）、小テ
スト

定期テスト、単元テスト（中テスト）、小テ
スト

単元振り返りシート、課題の取り組み、レ
ポート等合計

３
学
期

2

3

多角形の内角の和の求め方を説明する
ことができる。

2

学

期

三角形の合同条件を，三角形の決定条
件をもとにして考え，説明することができ
る。

1次関数を用いて具体的な事象を捉え考
察し表現することができる。

9

8

多角形の内角の和の求め方を説明す
ることができる。

多角形の角についての性質が見いだせ
ることを知っている。

12

基本的な平面図形の性質を見出し、
確かめることができるようにする。

平行線や角の性質を理解している。

3節　合同な図形

多角形の角についての性質の説明で，も
とにしていることがらを考えようとしてい
る。
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2節　平行線と角11

2節　1次関数の性質と調べ方 1次関数y＝ax＋bでは，変化の割合
は一定で，aに等しいことを理解する。

事象の中には1次関数として捉えられる
ものがあることを知っている。

1次関数の値の変化の特徴を見いだし，
説明することができる。

1次関数の値の変化の特徴を捉えようと
している。

1次関数を用いて具体的な事象を捉え考
察し表現することができる。

2元1次方程式や連立方程式の解の意味
を，グラフを用いて捉えようとしている。

4

4節　１次関数の利用 具体的な事象の中の2つの数量の間
の関係を1次関数とみなして，そのグ
ラフを利用して問題を解決することが
できる。

1次関数の関係を表，式，グラフを用いて
表現したり，処理したりすることができ
る。

１
　
学
　
期

１次関数について理解するとともに、
関数関係を表現し、考察できるように
する。

1次関数について理解している。 1次関数として捉えられる2つの数量につ
いて，変化や対応の特徴を見いだし，
表，式，グラフを相互に関連付けて考察
し表現することができる。

１次関数の必要性と意味を考えようとし
ている。

2

連立２元１次方程式を理解し、解くこと
ができるようにする。

2元1次方程式とその解の意味を理解し
ている。
連立2元1次方程式の必要性と意味及び
その解の意味を理解している。

1元1次方程式と関連付けて，連立2元1
次方程式を解く方法を考察し表現するこ
とができる。

連立2元1次方程式の必要性と意味を考
えようとしている。
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6

文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。

簡単な整式の加法と減法及び単項式の
乗法と除法の計算をすることができる。
具体的な事象の中の数量の関係を文字
を使った式で表したり，式の意味を読み
取ったりすることができる。

具体的な数の計算や既に学習した計算
の方法と関連付けて，整式の加法と減法
及び単項式の乗法と除法の計算の方法
を考察し表現することができる。

場合の数をもとにして得られる確率の必
要性と意味を考えようとしている。
不確定な事象の起こりやすさについて学
んだことを生活や学習に生かそうとして
いる。

6

四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味
を考えようとしている。
データの分布について学んだことを生活
や学習に生かそうとしている。

基本的な平面図形の性質を見いだし，平
行線や角の性質をもとにしてそれらを確
かめ，説明することができる。

証明の必要性と意味を考えようとしてい
る。

合同な図形についての条件を説明するこ
とができる。

平面図形の合同の意味を考えようとして
いる。

箱ひげ図と四分位範囲の意味を理解
し，データを整理して箱ひげ図に表す
ことができる。また，箱ひげ図と四分
位範囲の特徴を理解する。

四分位範囲や箱ひげ図の必要性と意味
を理解している。

四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータ
の分布の傾向を比較して読み取り，批判
的に考察し判断することができる。

4

多数回の試行によって得られる確率
と関連付けて，場合の数をもとにして
得られる確率の必要性と意味及び確
率の求め方を理解する。

多数回の試行によって得られる確率と関
連付けて，場合の数をもとにして得られ
る確率の必要性と意味を理解している。

同様に確からしいことに着目し，場合の
数をもとにして得られる確率の求め方を
考察し表現することができる。

三角形の合同条件を，三角形の決定条
件をもとにして考えようとしている。

5

合同な図形の意味や性質を理解す
る。

平面図形の合同の意味と表し方を理解し
ている。
合同な図形の性質を理解している。6

定義，定理の意味を理解する。 三角形の合同条件を理解している。

8

１次関数を活用した問題解決の過程を振
り返って検討しようとしている。

4

3節　2元1次方程式と1次関数 ２元１次方程式と１次関数は同じ関数
を表していることを理解できるようにす
る。

2元1次方程式を関数を表す式とみること
ができる。
1次関数の変化の割合やグラフの切片と
傾きの意味を理解している。

連立2元1次方程式について学んだことを
生活や学習に生かそうとしている。
連立2元1次方程式を活用した問題解決
の過程を振り返って検討しようとしてい
る。
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6

2節　連立方程式の利用 連立方程式を用いて、文章題を解くこ
とができるようにする。

簡単な連立2元1次方程式を解くことがで
きる。

連立2元1次方程式を活用して具体的な
場面を考察し表現することができる。

文字を使った式の必要性と意味を考えよ
うとしている。
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